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蝋
腺
慶
田
城
由
来
記

ω
一
、
錦
芳
氏
先
祖
嫡
子
豊
楽
慶
田
城
と
堅
人
役
名
西
表
首
星
大
屋
乱
用
緒

②
一
、
二
代
嫡
子
野
底
当
と
愚
人
役
名
与
那
国
論
人
用
心

③
一
、
王
代
嫡
子
租
納
当
と
串
人
役
名
西
縫
縮
鑑
大
差
子
用
尊

ω
一
、
四
代
嫡
子
薦
表
首
里
大
屋
子
用
孫

㈲
一
、
五
代
嫡
子
購
表
首
里
麗
麗
、
予
翔
村

㈲
一
、
六
代
嫡
子
慶
田
城
与
野
用
見

ω
一
、
七
代
嫡
子
与
那
隔
与
入
用
親

⑧
一
、
八
代
嫡
子
慶
田
城
筑
登
之
用
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
咄
。
以
下
伺
）

　
　
　
　
総
藻
来
慶
田
城
よ
り
以
来
之
八
代
隠
勢
謂
左
記

働
一
、
右
慶
来
聴
田
城
住
屠
所
聯
想
離
野
底
辻
と
申
瓢
箪
羅
為
申
由
代
々
伝
来

　
　
候
審
縫
敷
之
儀
今
迄
些
々
畠
作
り
膚
之
候
事

⑯
一
、
其
事
分
平
久
保
加
硫
あ
じ
と
申
者
大
屋
か
ら
に
て
平
久
保
村
近
辺
の
小

村
々
々
の
者
共
召
集
お
と
し
付
自
分
に
相
随
ひ
さ
せ
下
人
之
様
に
召
遣
稲

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
程
）

粟
作
り
立
四
五
百
石
余
貯
置
牛
馬
三
四
百
疋
余
竿
立
い
せ
を
ふ
刃
羅
居
候

由
承
及
自
分
壱
人
く
り
舟
よ
り
築
地
江
乗
渡
り
省
遣
之
者
共
江
西
門
島
之

考
慶
来
慶
田
城
と
申
入
拝
用
箋
渡
申
降
段
案
内
ゆ
候
処
以
外
返
答
ハ
只
米

之
洗
汁
呑
さ
せ
追
甦
候
段
有
之
錠
二
付
落
是
非
勘
忍
仕
踏
所
江
相
，
野
宿
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
．
話
）

借
仕
ヨ
臨
口
滞
在
仕
丁
窯
と
紬
々
右
野
饗
摺
談
申
倣
処
塾
主
も
別
て
廃
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
濤
近
）

彼
撫
那
あ
じ
此
中
之
仕
わ
さ
細
凌
絹
話
そ
や
彼
加
階
あ
じ
打
は
た
し
被
二

度
願
娼
彼
下
女
壱
人
さ
へ
取
入
密
通
仕
候
得
ハ
自
慰
鱗
葉
候
積
見
下
身
聞

下
女
呼
寄
せ
御
見
懸
度
被
申
こ
付
下
女
呼
寄
右
之
次
第
細
々
根
語
候
処
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寝
さ
せ
）

女
に
も
あ
じ
悪
敷
津
遣
を
夜
昼
な
ふ
り
不
申
牛
馬
髄
様
召
遣
候
付
別
て
同

意
仕
懸
を
待
入
一
夜
忍
入
打
は
た
し
度
銅
談
仕
置
六
七
日
間
有
下
女
よ
り

今
夜
時
蜥
な
り
と
鍍
申
二
付
て
あ
じ
始
陰
干
共
蓋
残
打
は
た
し
候
処
下
人

下
女
井
村
人
数
別
て
饗
し
仕
近
辺
之
小
村
皆
々
人
々
も
其
様
繋
縛
閲
只
今
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相
盗
叢
薄
慶
田
城
江
御
礼
申
重
慶
来
慶
田
城
追
て
暇
乞
い
こ
し
平
久
保
泊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
霊
）

　
　
よ
り
直
く
石
壇
江
着
舟
仕
長
繊
大
つ
之
家
を
相
尋
参
上
仕
右
遣
之
看
江
西

　
　
表
島
里
謡
慶
田
城
と
牢
人
の
拝
み
用
に
罷
渡
り
候
毒
素
内
申
上
古
県
内
に

　
　
入
候
段
御
返
審
有
之
内
に
入
た
い
め
ん
仕
長
田
大
つ
よ
り
被
申
事
此
中
西

　
　
表
島
慶
来
慶
田
城
と
申
人
罷
居
候
段
承
候
得
共
遠
海
之
故
た
い
め
ん
仕
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
互
に
）

　
　
朝
晩
思
ひ
為
申
事
今
日
聡
く
た
い
め
ん
佳
大
悦
仕
合
之
事
御
座
軒
間
心
安

　
　
荒
み
三
盛
之
闘
滞
在
緩
々
と
御
物
語
仕
置
久
保
舶
那
按
司
打
果
傑
次
第
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ち
）

　
　
で
零
し
上
げ
今
日
よ
り
ハ
兄
弟
之
つ
き
り
被
風
折
詰
以
段
幕
度
仕
合
奉
存

　
　
窓
頭
暇
乞
仕
白
蔓
よ
り
直
く
外
気
江
着
仕
候
事

⑪
一
、
野
底
頂
は
地
方
狭
く
有
之
其
上
村
建
不
言
単
孤
彼
是
諸
事
調
単
方
不
自

　
　
由
思
様
相
成
不
帰
候
弓
隠
納
村
瓢
罷
渡
ふ
ち
こ
と
申
所
麗
敷
面
求
三
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
崎
）

　
　
住
居
候
処
其
所
ハ
島
寄
に
て
朝
夕
波
之
お
と
聞
き
う
こ
ち
有
之
に
付
て
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
）

　
　
屋
敷
相
温
度
村
内
惣
廻
仕
赤
石
や
之
屋
敷
に
住
屠
重
態
世
を
こ
ら
し
為
申

　
　
由
共
時
分
迄
ハ
未
お
き
な
か
優
し
御
手
内
成
不
申
二
三
年
後
御
手
内
に
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
常
盤
）

　
　
候
に
付
て
八
重
山
島
中
ハ
常
之
世
に
成
右
慶
来
島
田
城
ハ
段
々
御
奉
公
網

　
　
勤
候
段
次
第
役
上
り
和
算
大
番
子
役
上
官
仰
為
韻
士
石
垣
江
罷
渡
り
長
田

　
　
大
つ
と
御
物
語
仕
其
上
お
ぎ
那
加
如
し
江
数
度
精
嚢
拝
長
島
由
伝
代
有
之

　
　
事

㈱
一
、
長
田
大
つ
事
は
段
々
み
お
や
た
り
御
勤
お
き
な
加
慰
し
度
々
罷
登
拝
頭

　
　
役
迄
蒙
仰
為
申
玉
藻
代
有
之
導

㈱
一
、
二
代
之
嫡
子
野
底
当
役
名
西
表
首
里
大
屋
子
其
時
分
之
次
第
左
に
記
候

　
　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
め
）

⑯
一
、
宮
古
島
之
と
よ
み
や
と
申
人
お
き
な
加
思
し
御
手
内
召
成
不
申
時
分
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
島
）

　
　
て
彼
の
宮
古
と
よ
み
や
よ
り
八
重
山
追
様
手
内
に
召
電
侮
篇
鑑
識
ひ
さ
せ

　
　
罷
居
候
折
節
年
々
き
や
木
お
も
と
竹
ゑ
く
太
・
桑
木
家
材
木
と
し
て
所
望
断

　
　
闘
敷
有
之
取
調
秋
登
仙
納
致
候
得
共
又
蔵
材
木
と
し
て
よ
し
木
六
七
十
本

　
　
群
長
四
五
間
五
六
尺
廻
か
し
木
壱
尺
四
五
寸
か
く
木
熱
望
書
入
寝
付
無
是

　
　
非
首
姓
等
召
集
申
付
轡
良
山
辺
参
り
や
ま
屋
と
り
相
構
ご
ざ
嵩
之
近
辺
よ

　
　
り
右
員
数
切
右
木
山
よ
り
引
繊
夫
と
し
て
男
女
弐
三
百
人
余
呼
寄
せ
道
筋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　
過
半
引
出
候
時
分
村
よ
り
宮
古
と
よ
め
や
絹
果
為
申
由
縁
使
参
に
付
惣
人

　
　
数
承
及
大
悦
致
右
木
は
其
所
の
川
原
に
打
捨
さ
ら
ば
く
と
や
ぐ
い
仕
帰

　
　
り
道
筋
嵩
辻
に
登
差
声
仕
候
に
付
て
其
嵩
の
名
を
ざ
し
こ
い
び
り
と
名
付

　
　
又
右
木
捨
…
直
候
川
原
名
を
と
よ
め
や
柱
川
原
と
名
付
既
候
山
宿
り
へ
罷
儲

　
　
り
一
夜
一
臼
あ
や
ぐ
虚
仮
神
酒
焼
酎
盛
に
て
遊
ひ
仕
に
付
山
宿
り
相
構
住

　
　
居
申
所
は
あ
よ
ば
か
と
名
付
概
候
流
伝
蒋
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
家
内
家
内
）

㈱
二
、
往
古
神
遊
ひ
と
申
祝
ひ
と
て
老
若
男
女
と
ね
も
と
両
家
に
相
定
論
尿
に

　
　
桐
墾
出
逢
之
間
神
無
．
ん
め
き
繋
船
は
淫
女
締
酒
か
ん
め
き

　
　
調
並
そ
な
い
ま
か
せ
に
て
二
三
ケ
月
之
闘
祝
ひ
仕
く
ら
し
た
る
曲
譜
田
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
踏
み
）

　
　
も
荒
に
て
候
得
共
ふ
め
た
う
し
候
て
稲
作
り
候
得
へ
は
悉
く
出
来
に
四
二

　
　
一
ニ
ケ
月
遊
び
緩
々
と
曲
観
の
批
に
有
之
為
由
－
起
債
有
之
曲
事
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⑯
一
、
往
古
附
蘭
陀
犬
種
子
を
広
く
飼
立
則
猪
一
日
弐
三
拾
余
に
手
柄
世
風
得

　
　
共
め
し
の
か
て
物
鎌
切
と
て
も
か
て
物
仕
侯
儀
締
方
陣
敷
有
之
に
付
て
嫌

　
　
有
之
候
処
問
に
浦
田
仲
良
に
て
密
々
に
か
て
物
仕
候
得
は
神
別
て
お
や
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
母
々
）

　
　
お
そ
ひ
候
付
只
今
使
を
以
寄
ぜ
候
て
剣
々
科
定
仕
侯
付
て
入
間
之
添
方
相

　
　
調
成
心
一
地
相
成
彼
是
緩
々
と
有
之
為
申
由
伝
有
之
且
又
野
猪
に
て
め
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
）

　
　
の
か
て
物
仕
候
得
甲
山
選
別
て
田
植
付
鞍
候
稲
こ
い
つ
ふ
し
に
付
て
稠
敷

　
　
お
や
ん
お
そ
い
候
神
仏
よ
り
被
仰
罷
置
旧
故
嫌
際
候
弊
館
有
之

⑳
一
、
仲
良
浦
田
江
二
月
羅
臼
よ
り
五
月
迄
之
間
に
巾
か
ふ
り
参
り
不
神
火
め

　
　
し
持
参
り
不
申
事
ハ
往
古
嫌
望
事

、
⑱
一
、
さ
じ
か
ふ
り
候
得
ハ
神
仏
ハ
人
間
に
お
が
ま
り
不
申
故
神
仏
行
逢
候
膝

　
　
も
有
之
其
時
無
礼
仕
候
仕
嫌
鷹
軍
事

㈱
一
、
火
を
持
参
り
不
申
事
ハ
火
を
持
参
り
無
尽
護
に
て
田
の
あ
ふ
し
あ
づ
ら

　
　
に
火
を
付
大
火
轟
け
も
り
を
立
若
稲
茄
立
物
逢
候
得
ハ
繊
来
不
申
出
に
て

　
　
鎌
候
事

三
一
、
三
代
之
嫡
子
租
納
た
ら
役
名
西
表
首
里
大
屋
子
其
分
之
次
第
左
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
通
り
）

⑳
一
、
其
時
分
に
阿
寒
陀
船
二
三
年
越
に
て
漂
着
致
憂
事
ハ
過
有
之
阿
蘭
陀
船

　
　
は
な
り
め
ぞ
漂
着
仕
候
得
共
三
反
帆
舟
よ
り
漕
繊
何
様
之
次
第
椙
尋
候
得

　
　
は
只
か
け
つ
に
て
三
反
帆
舟
櫨
舳
を
か
け
本
船
に
引
登
せ
候
墨
田
緩
々
と

　
　
手
染
に
て
御
物
語
仕
候
て
暇
を
乞
候
得
細
革
か
け
つ
に
て
か
け
お
ろ
し
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
だ
）

　
　
宅
さ
せ
候
尤
阿
蘭
陀
船
中
折
々
野
菜
肴
水
薪
寸
進
上
仕
其
上
い
ん
こ
と
申

　
　
所
牛
牧
相
構
牛
七
八
拾
日
余
飼
甲
羅
候
に
付
五
六
疋
取
白
米
弐
三
石
余
進

　
　
上
仕
紅
軍
右
礼
儀
物
仕
度
候
間
脚
色
望
に
て
僕
や
被
牢
に
付
何
色
ハ
望
不

　
　
申
御
所
持
之
犬
男
女
と
望
候
に
付
是
繰
下
度
串
上
候
処
悦
男
女
弐
疋
被
下

　
　
候
又
右
又
犬
走
煩
時
用
さ
せ
用
と
し
て
石
ひ
や
の
玉
庵
ッ
被
下
野
青
汁
に

　
　
　
　
（
こ
）

　
　
て
粥
焼
て
ひ
さ
せ
換
得
ハ
快
く
糧
成
り
験
由
に
て
持
参
り
申
候
往
古
よ
り

　
　
犬
は
居
不
申
由
に
て
候
処
右
犬
よ
り
種
子
を
受
村
中
井
他
村
江
相
渡
手
広

　
　
く
飼
立
山
猪
防
為
申
由
難
事

働
．
｝
、
、
め
し
を
持
参
り
不
申
審
ハ
か
て
も
の
と
し
て
角
魚
成
物
か
い
成
物
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
団

　
　
り
成
物
亀
之
類
持
参
り
こ
い
候
得
ハ
是
も
若
草
障
り
不
繊
雲
仕
候
人
闘
必

　
　
々
）

　
　
々
喰
県
評
た
は
こ
吹
不
孝
ハ
不
嫁
訳
に
て
候
故
宮
騰
泰
之
由

⑳
一
、
人
閾
之
仕
わ
さ
之
儀
能
婁
悪
塩
も
患
来
候
得
僻
見
な
か
し
薦
捨
候
得
ハ

　
　
神
仏
も
懸
果
冒
候
得
共
餐
球
趣
申
人
間
薬
事
立
聞
即
事
も
取
立
候
は
は
神

　
　
仏
田
畑
自
讃
候
由
往
古
よ
ヴ
か
ん
た
遊
ひ
の
時
委
細
被
曝
羅
候
共
時
に
人

　
　
の
q
ハ
神
の
口
と
申
能
々
慎
由
丁
候
被
仰
置
候
事

　
　
　
　
（
々
）

　
⑳
一
、
お
な
へ
崎
よ
り
四
足
の
類
乗
せ
廻
不
申
候
儀
ハ
往
古
西
表
鳥
の
玉
壷
大

　
　
和
江
罷
登
大
和
の
神
江
八
重
厳
島
の
内
西
島
島
に
ぎ
め
う
の
も
の
有
之
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ぼ
）

　
　
ら
玉
ま
玉
な
り
申
候
木
有
之
候
又
あ
や
つ
ふ
へ
り
つ
ふ
有
之
候
間
御
目
懸

　
　
度
御
申
請
被
下
り
右
の
脚
数
懸
御
昌
被
成
候
に
て
本
国
不
被
呼
お
な
い
騎

　
　
江
御
住
居
被
風
候
に
付
て
大
和
の
の
ま
の
美
崎
と
隠
所
は
四
足
井
皮
箱
及

　
　
皮
草
履
小
刀
さ
や
つ
か
す
難
平
牛
角
最
悪
亀
廻
候
故
大
和
神
お
や
ま
い
鎌
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置
候
由
伝
有
之
有
事

　
　
　
（
か
）

⑳
一
、
う
ら
玉
ま
玉
な
り
雌
木
は
平
田
底
お
り
に
蒲
立
候
と
か
な
つ
木
の
事
由

　
　
伝
有
之

鱒
一
、
あ
や
つ
ふ
べ
る
つ
ふ
と
申
所
ハ
い
な
ば
円
よ
ど
の
上
か
ん
ひ
ら
い
と
申

　
　
所
の
石
平
良
有
之
石
壷
の
事
に
て
候
由
伝
有
之
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
陳
う
礼
）

伽
二
、
三
月
十
五
日
五
月
稲
熟
参
り
苅
初
ふ
う
れ
仕
候
聞
ハ
女
共
月
の
さ
わ
り

　
　
持
候
故
持
な
こ
つ
磯
下
り
海
よ
く
せ
候
得
共
若
葉
瀕
立
候
時
分
能
々
顧
て

　
　
ん
と
う
恐
入
薄
膜
の
為
も
無
之
お
な
い
崎
廻
候
儀
右
同
断
に
て
候
由
伝
有

　
　
之
纂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
穂
礼
）

鶴
一
、
四
月
十
五
日
の
頃
よ
り
稲
の
穂
撫
熟
参
り
苅
取
り
ふ
う
れ
仕
候
闘
は
男

　
　
女
共
迄
も
磯
江
下
り
不
串
事
ハ
四
月
十
五
日
よ
り
五
月
初
頃
右
時
分
穂
出

　
　
実
な
り
候
時
分
に
て
雨
風
一
縷
業
障
成
候
解
団
下
り
湊
あ
さ
り
杯
仕
候
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
み
）

　
　
ハ
雨
風
猛
敷
成
稲
穂
障
不
熟
仕
候
故
又
ハ
右
時
分
ハ
魚
の
は
ら
め
子
す
た

　
　
し
候
時
分
に
て
魚
大
小
聴
取
絶
是
の
み
不
成
此
涯
田
畠
の
草
か
か
い
田
の

　
　
畔
園
田
の
垣
苧
畠
の
垣
候
折
節
子
孫
子
聖
霊
油
断
彼
是
世
羅
稲
熟
参
り
次

　
　
第
間
違
無
勢
手
段
に
て
嫌
置
酒
謬
伝
有
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
す
こ
ま
）

三
一
、
稲
穂
出
熟
参
り
次
第
臼
い
ら
び
甲
丙
田
図
駁
す
き
う
ま
仕
息
継
戊
庚
に

　
　
相
限
あ
る
ん
出
と
名
を
付
難
険
の
初
御
嶽
神
仏
の
前
涯
上
用
と
し
て
構
の

　
　
つ
か
さ
家
内
人
数
六
十
以
下
七
歳
以
上
壱
人
に
て
五
勺
つ
つ
取
合
せ
持
参

　
　
つ
か
さ
涯
網
渡
し
残
に
て
構
い
は
い
前
進
上
お
は
う
ま
お
な
り
鳳
至
ハ
粉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
し
）

　
　
を
わ
り
水
に
た
り
神
酒
の
様
大
茶
わ
ん
に
入
こ
は
て
せ
木
の
葉
に
て
ふ
た

　
　
を
お
そ
い
五
六
人
十
人
に
て
も
是
壱
つ
に
て
頂
残
候
得
ハ
持
帰
り
家
内
人

　
　
数
に
て
頂
為
申
慮
伝
有
之

鱒
一
、
あ
る
ん
出
不
中
内
は
日
々
に
苅
候
稲
ハ
田
に
い
な
お
る
に
置
夜
と
ど
ま

　
　
り
仕
候
得
ハ
雨
風
出
来
稲
苅
方
差
支
紀
伊
間
臼
々
に
苅
稲
の
儀
侮
分
苅
候

　
　
得
共
夜
中
懸
て
よ
い
畔
へ
糾
せ
襟
脚
掟
に
て
桐
定
有
之
子
孫
子
無
油
断
相

　
　
働
せ
六
七
日
十
摂
之
内
相
仕
廻
考
に
て
是
嫌
由
の
毒
伝
有
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
）

⑳
一
、
す
き
・
）
ま
［
口
取
五
六
日
網
羅
陶
候
得
乱
六
田
瞬
よ
り
稲
は
や
ぶ
よ
れ
熟
什
囲
候
田
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
箕
　
　
笠
）

　
　
有
之
候
間
浦
田
仲
良
外
田
に
て
も
無
構
め
の
か
き
か
ふ
り
密
々
に
も
の
い

　
　
（
声
）

　
　
こ
い
無
之
解
団
か
り
と
り
田
騨
に
よ
い
肥
せ
動
乱
早
撃
す
き
う
ま
の
闘
は

　
　
水
あ
み
手
お
も
て
あ
ら
い
淡
を
渡
り
人
に
行
逢
候
得
共
挨
拶
も
不
仕
慎
有

　
　
之
に
付
て
す
き
う
ま
の
日
に
早
速
西
泊
前
之
乗
越
子
写
影
得
ハ
何
審
も
障

　
　
不
電
解
伝
憾
み
4
4
之
婁

三
一
、
往
古
ハ
こ
よ
め
も
無
建
築
草
木
の
め
と
り
出
様
相
見
得
是
に
て
春
夏
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
軟
分
）

　
　
冬
四
節
の
差
分
相
鈴
懸
種
子
取
も
八
月
被
環
よ
り
臼
数
六
十
壱
日
の
頃
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
搬
た
）

　
　
．
ハ
其
頃
ハ
冬
の
節
入
候
時
分
夏
水
に
入
冬
水
に
蒔
三
共
考
を
以
見
合
離
々

　
　
六
十
壱
夏
水
入
冬
水
に
蒔
入
候
儀
典
限
ハ
無
之
十
月
目
H
よ
り
醗
廿
五
目

　
　
六
民
間
に
能
々
早
く
鈍
く
黙
考
王
寧
日
に
秘
宝
考
仕
付
置
候
又
も
り
星
ハ

　
　
六
十
壱
冬
の
節
入
の
時
分
御
室
の
入
篭
時
分
に
寅
の
方
よ
一
3
上
り
お
ね
矯

　
　
高
上
り
候
時
分
夜
明
本
に
戌
の
方
え
五
尋
六
尋
の
澗
に
入
残
り
候
時
分
相
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慶濃慶田城由来翫三の刊μiについて（露：念場・三三島）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
毛
）

　
　
当
申
に
付
て
往
古
の
も
作
り
工
諸
之
入
相
定
居
候
由
伝
有
之
事

⑬
一
、
十
月
十
二
よ
り
同
十
五
七
絶
年
に
同
廿
五
六
日
に
日
延
稲
蕾
蒔
入
時
分

　
　
に
て
候
問
種
子
取
と
し
て
戊
己
甲
乙
壬
癸
日
取
に
て
せ
い
ら
よ
り
稲
種
子

　
　
を
取
其
日
よ
り
日
数
五
日
の
聖
駕
ハ
小
や
も
ち
と
家
内
人
数
女
共
ハ
布
お

　
　
り
木
綿
花
引
村
営
に
て
罷
撮
と
ま
か
け
に
て
仕
事
仕
五
日
朝
五
つ
時
分
よ

　
　
り
ハ
何
仕
事
も
差
留
十
五
日
の
問
ハ
大
や
も
ち
と
慎
十
六
日
よ
り
小
や
も

　
　
ち
と
軽
き
仕
事
仕
三
十
日
過
候
得
一
大
や
も
ち
明
さ
せ
何
の
仕
事
も
随
分

　
　
仕
申
候

韓
一
、
石
や
も
ち
有
之
内
ハ
火
を
題
自
火
の
根
木
を
い
ら
び
埋
概
［
候
て
若
大
形

　
　
に
有
之
火
を
さ
め
無
之
時
ハ
ひ
る
三
本
持
参
り
買
敷
候
方
に
て
候
故
無
油

　
　
断
別
て
入
念
相
働
為
申
由
候

爵
、
一
、
種
子
取
の
日
興
種
子
思
入
蘭
代
田
よ
り
帰
宅
仕
神
酒
い
は
つ
頂
戴
発
て

　
　
村
中
の
老
人
井
役
人
衆
お
ば
ま
お
な
り
相
揃
田
津
さ
世
持
役
人
衆
御
供
に

　
　
て
始
終
銘
々
祝
ひ
仕
樽
入
候
は
ば
男
女
の
内
三
四
人
賦
り
倉
い
は
つ
こ
い

　
　
取
と
差
分
串
付
右
人
数
の
内
壱
人
福
の
主
と
名
を
付
家
内
翌
々
え
参
り
案

　
　
内
致
候
得
ハ
君
主
よ
り
愚
答
候
此
殿
内
の
苗
ハ
書
様
犬
の
毛
ま
や
の
毛
の

　
　
事
に
出
来
植
時
分
な
ら
ば
苗
代
田
よ
り
取
離
引
直
し
大
ま
し
長
ま
し
あ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
び
）
　
　
　
　
　
　
　
（
れ
）

　
　
し
寒
行
ま
き
ほ
う
れ
い
へ
な
て
差
な
て
せ
よ
り
は
其
夜
に
神
の
水
主
の
水

　
　
　
　
　
　
（
上
か
い
）
　
　
　
　
　
（
下
か
い
）

　
　
あ
も
さ
ぽ
お
い
か
い
葉
轟
で
た
か
い
白
根
お
り
お
る
ち
ん
の
な
ら
ハ
よ
し

　
　
け
竹
本
労
い
は
い
草
に
さ
か
い
入
撰
出
時
分
な
ら
ハ
大
穂
た
ね
長
穂
た
ね

　
　
ま
さ
ら
せ
富
聞
入
晦
分
な
ら
ば
石
の
実
か
ね
の
実
入
ま
さ
ら
せ
の
願
持
参
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
真
塩
）

　
　
申
候
閥
祝
い
物
の
晶
々
神
酒
御
五
比
い
は
つ
め
そ
ま
そ
ヒ
ル
本
甲
か
ら
も

　
　
の
た
こ
か
ら
も
の
被
下
智
言
葉
を
か
ざ
り
懸
候
得
乱
丁
塵
外
祝
い
入
右
の

　
　
郡
㎎
々
藻
簡
不
足
相
跡
似
候
得
ハ
罷
帰
h
ソ
村
中
家
内
物
心
様
取
口
ボ
侯
て
ご
一
n
ロ
バ
男
粕
…

　
　
取
女
そ
な
へ
調
と
ね
本
屋
に
老
若
留
女
申
談
祝
ひ
仕
繰
例
仕
来
候
処
其
時

　
　
分
一
村
中
の
者
共
心
一
地
有
之
候
故
哉
我
増
々
々
と
物
毎
勝
負
の
き
も
持

　
　
有
之
耕
作
の
働
警
急
得
ハ
作
り
物
日
悉
く
鐵
来
上
納
米
井
年
中
飯
米
緩
々

　
　
と
相
続
豊
世
に
為
有
之
由
候
然
、
処
驚
頃
日
右
例
打
捨
無
之
往
古
の
老
人
よ

　
　
り
仕
出
概
候
事
ハ
徒
事
に
て
は
無
之
村
申
の
締
方
無
意
候
て
ハ
老
若
男
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
礼
）

　
　
の
き
も
持
散
々
相
成
彼
是
取
行
芝
繋
罷
成
に
付
て
折
爲
き
さ
れ
の
時
粘
々

　
　
管
所
…
々
え
相
集
祝
ひ
序
に
吉
悪
の
物
語
虚
器
得
ハ
着
気
の
者
童
子
男
女
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
）

　
　
迄
見
な
り
聞
な
り
の
緊
密
次
纂
出
来
不
出
来
の
方
ハ
則
々
科
即
行
仕
綴
候

　
　
故
自
然
と
散
々
の
き
も
遣
無
之
神
お
や
ま
い
鏡
村
の
兄
姉
に
養
父
母
兄
弟

　
　
に
孝
心
有
之
お
や
ま
い
心
皿
地
絹
成
候
様
の
古
例
取
持
為
中
由
有
之
事

騨
｝
、
往
古
よ
り
稲
幹
取
前
巽
西
泊
積
琴
芝
得
ハ
女
共
着
り
含
に
て
稲
叢
晒
舟

　
　
屋
小
取
入
澱
思
様
殉
乗
せ
越
子
晒
蒼
欝
欝
候
得
ハ
神
酒
七
八
升
相
附
置
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
は
な
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
う
）

　
　
二
三
日
相
懸
り
祖
納
人
数
は
野
底
在
灰
に
せ
い
ら
盛
り
お
か
り
人
数
ハ
ふ

　
　
ち
こ
せ
い
ら
盛
懸
紐
人
数
一
大
講
の
東
せ
い
ら
盛
大
立
人
数
死
す
た
ね
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鱗
）

　
　
の
上
に
せ
い
ら
盛
下
原
人
数
ハ
下
地
や
ふ
ち
こ
や
石
坂
親
雲
上
表
敷
せ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
り
）

　
　
ら
盛
残
る
所
々
に
冶
之
一
き
は
に
持
調
置
候
て
年
中
み
お
や
た
い
ら
自
分
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の
耕
作
仕
其
上
夜
愚
…
稲
蟹
無
為
仕
難
’
儀
村
人
数
ぽ
腰
よ
こ
い
と
て
穂
花
神

　
　
酒
呑
祝
ひ
持
立
五
六
日
先
よ
り
擬
を
兇
合
著
己
庚
辛
に
桐
限
田
不
さ
世
持

　
　
　
　
　
　
　
　
（
組
）

　
．
村
々
老
人
網
揃
打
込
相
談
の
上
単
極
何
日
穂
花
神
酒
呑
の
祝
に
て
候
間
其

　
　
日
仕
候
手
段
仕
候
様
村
不
さ
人
共
に
て
根
触
候
得
ハ
女
共
ハ
神
酒
薦
垂
野

　
　
葉
と
つ
ま
か
た
い
取
寄
し
男
共
議
肴
晶
々
取
嵜
せ
手
段
折
角
の
働
仕
正
日

　
　
に
ハ
四
つ
内
彼
是
相
調
成
田
不
さ
世
持
人
煙
役
津
蟹
窪
み
融
々
老
人
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
や
ま
ひ
）

　
　
御
供
に
て
三
日
の
闘
祝
ひ
女
共
ハ
役
入
衆
あ
ひ
や
ま
拝
み
村
鑑
の
轄
あ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
へ
）

　
　
い
共
御
供
に
て
二
五
為
仕
由
青
々
の
老
入
拝
け
ら
い
看
お
な
ち
童
子
男
女

　
　
供
心
一
地
に
成
候
故
何
番
網
働
候
付
自
然
と
豊
満
の
世
に
組
続
緩
々
と
為

　
　
有
之
由
伝
有
之
慕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
に
ぎ
や
か
）

㈱
一
、
盗
古
往
古
以
来
ハ
村
中
の
人
共
済
心
持
言
語
仕
形
誠
に
め
き
や
か
に
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
し
舌
）

　
　
之
彼
是
神
妙
に
取
行
に
て
有
之
村
中
に
何
か
事
繊
来
候
得
内
旨
の
陣
頭
壱

　
　
人
老
人
え
立
寄
田
不
さ
鞍
置
人
共
ま
て
老
人
の
吉
悪
相
計
次
第
相
働
田
畠

　
　
耕
時
分
丁
々
の
毛
作
り
年
中
折
目
霊
獣
叉
ハ
欝
欝
緊
々
の
大
仕
事
迄
も
村

　
　
々
老
人
本
に
し
て
田
不
さ
世
持
人
迄
打
込
畳
語
の
上
仕
例
に
て
有
之
候
故

　
　
自
然
と
心
一
地
相
成
常
々
兄
弟
朋
友
の
交
懇
切
成
所
え
ぎ
も
差
寄
り
抑
々

　
　
怠
不
仕
所
え
心
を
寄
せ
互
に
譲
々
の
志
有
之
に
付
て
ハ
老
若
男
女
童
子
共

　
　
迄
も
誠
心
差
専
に
有
之
又
一
人
を
そ
し
り
姦
盗
仕
候
者
壱
人
有
之
知
得
ハ

　
　
瀟
々
村
中
の
人
数
に
て
科
学
仕
鶯
候
故
村
中
に
悪
果
鱗
藤
高
無
職
又
ハ
神

　
　
瀬
焼
酒
何
か
珍
敷
物
有
之
申
候
時
習
隣
所
の
老
入
始
何
が
し
く
と
呼
寄

　
　
せ
進
互
に
人
挨
拶
井
田
畠
耕
毛
作
り
の
咄
し
昔
物
語
仕
物
毎
に
露
悪
網
語

　
　
童
子
共
選
用
に
て
壱
弐
合
と
て
我
皆
人
に
て
呑
申
候
志
ハ
少
も
無
之
故
物

　
　
毎
に
人
と
勝
負
思
ひ
候
心
底
は
か
り
有
之
故
彼
是
は
か
行
豊
満
の
世
に
有

　
　
誤
謬
申
由
俵
有
之
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
楽
）

爾
一
、
往
古
ハ
み
お
や
た
い
り
に
多
く
無
之
百
姓
等
男
女
共
安
略
仕
其
上
世
振

　
　
も
豊
な
御
世
に
て
候
故
前
後
の
計
得
平
之
侮
黙
思
様
相
成
重
か
軽
か
不
知

　
　
荒
中
に
て
有
之
男
の
公
事
ハ
地
船
壱
艘
僅
七
八
反
帆
船
程
来
の
船
壱
艘
楷

　
　
木
柚
取
隈
数
十
日
内
其
切
出
し
作
事
も
十
八
厩
内
に
ハ
首
尾
相
仕
廻
手
隙

　
　
も
不
入
難
病
女
公
事
も
脚
下
布
村
上
布
上
女
壱
入
に
て
壱
疋
つ
つ
有
之
候

　
　
得
共
七
八
月
の
内
に
お
り
取
干
晒
候
て
朋
る
二
月
に
は
洗
捨
苧
積
屋
え
取

納
写
本
米
上
第
壱
人
に
て
弐
三
石
つ
X
有
之
候
得
共
三
月
中
に
塩
出
取
紬

仕
里
言
は
西
表
島
よ
り
直
く
お
き
那
離
郷
し
え
積
登
取
納
仕
四
月
中
に
ハ

帰
島
仕
大
地
中
井
古
見
島
も
右
毒
断
有
之
処
世
昔
よ
り
難
境
え
御
蔵
元
相

構
諸
村
上
納
積
笠
取
宮
仕
候
御
挺
に
成
申
候
得
共
僅
の
公
事
に
て
候
余
日

ハ
多
有
之
に
付
て
神
遊
び
専
に
て
始
終
稠
敷
仕
来
り
間
々
の
隙
の
働
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
）

田
地
耕
に
も
作
り
仕
来
候
得
共
上
納
拝
斎
米
神
遊
二
三
ヶ
月
の
糾
迄
不
足

無
之
緩
々
と
野
望
来
嘉
候
得
共
往
古
老
人
の
申
分
に
此
世
バ
一
世
翅
右
通

（
簾
し
）

こ
ら
し
候
世
と
相
考
清
鑑
は
勘
闘
違
に
て
歯
答
今
澗
よ
り
答
え
人
世
の
盛

と
無
遠
人
間
馬
年
増
繁
栄
仕
物
毎
に
多
く
戒
行
次
策
筋
々
に
世
ハ
晶
群
行

事
候
間
八
其
勘
弁
有
之
悪
様
被
附
近
の
通
諸
村
一
統
に
逼
迫
及
候
嚇
無
相
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重
工
伝
有
之
候
事

㈱
一
、
往
古
ハ
百
姓
等
追
立
曲
直
の
儀
壱
ケ
村
に
何
百
何
十
人
と
札
持
の
高
相

　
　
　
　
　
　
　
（
甲
血
ゐ
1
論
ハ
七
絵
歳
）

　
　
定
捨
五
歳
よ
り
五
六
拾
歳
迄
追
立
遣
右
の
内
壱
人
死
人
有
之
又
ハ
老
衰
掘

　
　
成
追
立
遣
難
成
者
は
吟
味
の
上
拾
五
歳
よ
り
其
代
り
高
の
内
に
入
追
立
遣

　
　
仕
拾
五
歳
よ
り
五
六
拾
歳
の
者
弐
三
拾
人
余
田
居
候
得
共
追
立
尊
覧
仕
右

　
　
者
共
は
桐
定
置
候
追
立
の
助
人
と
付
夫
の
様
に
右
瀬
々
の
仕
事
仕
来
候
掟

　
　
に
て
候
処
翁
忌
七
八
年
の
比
在
番
奥
武
親
雲
上
の
時
拾
五
歳
よ
り
弐
拾
歳

　
　
迄
は
下
々
夫
と
取
立
遣
弐
捨
壱
歳
よ
り
五
拾
歳
迄
は
拙
夫
取
立
遣
候
御
掟

　
　
網
定
五
拾
壱
歳
よ
り
頭
迦
成
田
不
さ
世
持
と
村
中
耕
作
方
下
知
役
申
付
躍

　
　
候

㈹
一
、
往
古
ハ
士
は
無
之
百
姓
ば
か
り
楽
居
右
の
内
よ
り
人
柄
桐
応
の
置
月
よ

　
　
り
弐
三
人
頭
立
に
て
み
お
や
た
い
り
丼
村
中
彼
是
取
払
ば
ら
さ
ん
に
て
仕

　
　
来
り
夫
よ
り
心
算
川
な
ら
い
稽
古
さ
せ
次
第
細
々
穏
弁
綴
勤
士
様
に
下
居

　
　
其
子
共
迄
右
の
素
立
仕
妾
服
の
子
供
迄
同
素
立
買
候
処
御
在
番
奥
武
親
雲

　
　
上
御
定
に
妾
服
の
子
供
ハ
百
姓
に
召
成
追
立
央
耳
漏
申
付
薩
候
補
後
に
雍

　
　
正
十
壬
子
年
よ
り
系
録
被
下
筆
算
稽
古
人
と
蒙
仰
候
得
共
百
姓
丼
帳
面
に

　
　
わ
ら
べ
名
書
来
り
激
論
隆
二
十
六
己
年
画
帳
よ
り
士
に
召
出
何
某
に
や
と

　
　
書
出
申
候
処
同
二
十
九
申
年
に
御
箇
元
の
新
参
士
並
元
服
仕
臼
よ
り
脊
八

　
　
巻
頂
戴
被
下
冥
加
至
極
犬
槙
御
事
に
候

㈹
一
、
往
古
ハ
稲
壱
品
ば
か
り
作
り
上
納
井
余
米
緩
々
と
網
滋
藤
申
由
候
処
康

　
　
灘
始
比
は
ん
つ
い
も
御
国
元
持
下
り
大
地
中
の
村
々
に
作
り
種
子
広
く
受

　
　
さ
せ
押
麦
真
き
ん
大
豆
小
豆
の
類
其
時
分
よ
り
次
第
に
持
下
り
諸
村
手
広

　
　
く
相
成
は
ん
つ
い
も
の
儀
大
地
中
よ
り
持
参
り
舟
浮
村
の
内
貸
原
野
に
作

　
　
り
始
夫
よ
り
種
子
受
さ
せ
手
広
く
相
成
候
醜
語
有
之
之
事

㈱
一
、
往
古
ハ
嘉
月
七
日
出
留
と
申
先
作
り
稲
草
葉
の
女
神
み
お
や
ま
い
仕
候

　
　
筋
に
て
七
日
よ
り
嫁
誹
浦
田
原
に
木
こ
は
い
鉄
こ
は
い
に
て
高
く
持
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
う
霞
ら
晦
海
ん
薫
）

　
　
田
打
不
敵
其
覆
蔵
に
夜
と
ま
り
不
仕
よ
し
か
わ
ら
あ
た
縦
な
て
す
の
ん
た

　
　
さ
ら
に
高
田
原
〆
五
ケ
所
に
と
ま
り
総
て
田
仕
事
什
二
二
月
十
五
日
よ
り
五

　
　
月
内
の
聞
外
離
内
諾
さ
ば
崎
お
な
い
崎
は
ま
崎
舟
浮
村
桃
原
質
六
ケ
所
其

　
　
外
の
浦
々
野
山
に
す
み
は
い
焼
野
焼
け
も
り
立
諸
方
田
原
敷
え
け
も
り
か

　
　
け
移
候
嫡
嗣
稲
の
花
落
穂
な
り
実
な
り
の
時
分
に
て
候
闘
右
障
り
立
枯
に

　
　
て
不
熟
仕
磯
節
に
て
右
類
の
仕
形
致
候
儀
稠
敷
召
留
蹴
候
由
候
廓
清
大
形

　
　
の
者
共
よ
り
不
図
芸
事
と
て
火
を
野
山
に
付
立
か
又
崩
す
み
は
い
焼
候
か

　
　
仕
候
得
ハ
誰
人
に
て
見
当
候
ハ
ハ
壱
日
と
て
不
太
田
不
さ
掛
持
入
方
も
披

　
　
国
粋
出
次
第
つ
か
さ
方
え
其
段
引
合
候
得
ハ
温
々
の
嶽
神
の
前
え
何
月
何

　
　
日
何
や
何
某
何
処
に
火
を
繊
野
焼
す
み
は
い
焼
影
青
何
共
恐
入
の
茸
山
上

　
　
候
閾
て
日
を
い
ら
ひ
申
上
澱
右
本
人
呼
嵜
懸
引
致
下
露
と
し
て
壱
石
の
神

　
　
酒
魚
こ
ば
ん
三
斤
九
合
は
な
八
合
御
五
爵
添
物
に
て
申
付
火
出
の
大
小
無

　
　
構
右
の
例
に
て
狽
調
其
臼
右
人
数
相
揃
仕
立
舟
を
以
て
浦
内
の
い
不
の
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
）

　
　
え
罷
越
其
所
に
根
宿
捲
に
て
右
愚
物
か
さ
れ
本
人
ハ
引
直
し
候
て
右
の
段
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お
な
い
崎
の
神
へ
中
上
激
騰
十
五
つ
つ
粥
行
候
て
差
向
右
人
数
ハ
御
五
水

　
　
花
神
灘
頂
戴
候
て
癩
宅
本
人
壱
人
か
弐
人
か
の
闘
残
り
居
五
六
七
八
日
の

　
　
問
滞
在
に
て
神
酒
呑
捨
候
間
隔
手
隙
を
理
工
比
神
酒
焼
酒
満
足
に
て
自
分

　
　
白
々
持
合
の
物
呑
申
候
故
別
人
の
物
に
ハ
売
血
候
欝
分
に
て
人
を
織
田
上

　
　
候
得
苫
舟
矯
明
敏
石
の
神
酒
集
住
薄
儀
多
難
百
世
の
中
に
て
至
極
難
儀
さ

　
　
せ
候
故
別
て
人
の
職
方
稠
敷
仕
故
神
お
や
ま
い
井
村
中
の
兄
姉
成
人
に
相

　
　
随
ひ
其
上
道
中
よ
り
罷
通
の
時
も
道
一
意
え
相
成
型
礼
儀
根
守
候
故
毛
作

　
　
り
何
事
も
思
様
罷
法
馬
上
岡
登
り
下
り
無
何
事
人
隅
の
無
病
息
災
豊
の
世

　
　
ば
か
り
有
之
為
申
由
伝
代
有
之
事

⑱
一
、
九
代
嫡
子
役
名
仮
若
文
子
慶
田
城
に
や
用
憲
拾
代
嫡
子
役
名
古
見
厨
差

　
　
向
州

　
　
　
右
両
人
よ
り
以
来
の
万
事
お
つ
れ
か
は
り
の
謂
左
一
一
詑

細
．
一
、
外
離
之
宿
昔
よ
り
山
猪
住
居
所
に
て
唐
苧
木
綿
花
ひ
る
の
類
島
木
に
て

　
　
埴
仕
来
候
掌
篇
正
六
戊
串
よ
り
次
年
年
ま
で
山
猪
取
耕
作
地
畿
内
離
も
次

　
　
戊
年
ま
で
山
猪
取
絶
筆
付
両
離
に
村
寺
の
上
木
粟
畠
仕
明
渠
導
入
出
来
に

　
　
隔
て
三
ケ
月
飯
料
積
切
長
拾
問
横
四
番
の
瓦
葺
蔵
慶
田
城
西
表
両
村
本
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⊥
）

　
　
ゑ
か
や
前
に
作
り
な
ら
ひ
績
燈
候
処
次
第
に
世
も
衰
に
相
成
定
納
井
飯
米

　
　
の
補
に
入
払
底
仕
金
事

㈱
　
一
、
西
表
慶
田
城
両
村
の
儀
昔
以
来
よ
り
西
表
一
所
に
苧
績
屡
お
ゑ
か
や
な

　
　
ら
ひ
作
り
罷
在
来
候
樹
影
隆
三
十
二
丁
亥
年
上
原
津
口
説
其
上
に
干
立
人

　
　
数
よ
り
拾
家
内
余
に
罷
越
小
村
に
面
立
罷
贋
候
出
て
次
子
年
に
首
里
大
屋

　
　
子
お
ゑ
か
や
臼
差
お
ゑ
か
や
苧
績
屋
引
越
上
原
に
作
り
候
得
偏
名
は
代
り

　
　
不
語
来
り
候
処
乾
隆
三
十
三
戊
子
年
御
検
使
御
下
り
八
重
山
島
村
々
四
悪

　
　
郷
　
〔
見
分
の
時
慶
田
城
村
よ
り
総
出
慶
田
城
ハ
村
四
顧
表
と
改
名
西
表
村
は
上

　
　
原
村
と
改
名
仕
論
人
目
差
蓮
改
名
偏
差
分
村
建
仕
澱
候
昔
よ
り
西
表
慶
田

　
　
城
前
村
な
ら
ひ
来
る
故
に
役
人
衆
御
始
一
輪
に
有
之
村
の
奮
戦
仕
候
付
て

　
　
村
中
士
百
姓
老
若
男
女
共
融
心
一
地
に
有
之
み
お
や
た
い
り
弁
自
分
々
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
怠
り
）

　
　
御
用
物
毎
々
に
勝
負
に
思
ひ
夜
昼
も
わ
す
り
不
潔
故
に
女
ハ
上
布
下
布
並

　
　
御
用
布
調
方
支
無
之
男
ハ
御
木
地
船
の
か
い
木
取
出
し
船
…
臭
ハ
郷
倉
物
三

　
　
月
中
に
相
調
皆
納
仕
家
内
々
々
上
納
石
工
年
・
々
の
出
来
不
足
無
之
取
納
仕

　
　
候
二
付
余
計
稲
栗
弐
三
四
五
石
余
撫
分
々
々
貯
置
候
故
焼
酒
も
家
内
々
々

　
　
に
中
嶽
弐
三
本
宛
有
之
神
酒
も
右
通
満
足
准
之
緩
々
と
相
続
来
候
処
今
に

　
　
薫
村
分
に
相
成
候
付
て
心
僻
諸
事
不
陸
由
組
成
逼
迫
の
世
に
相
成
増
事

㈱
二
、
あ
み
取
鹿
川
弐
ケ
村
の
儀
昔
よ
り
慶
田
城
村
頭
内
に
て
候
処
乾
隆
二
十

　
　
年
乙
亥
伊
泊
津
口
の
故
事
役
人
よ
り
詮
議
の
上
に
て
訟
を
仕
あ
み
取
鹿
州

　
　
弐
ケ
村
本
に
し
て
波
調
書
島
よ
り
百
姓
劣
女
弐
百
人
余
寄
り
百
姓
仕
崎
山

　
　
村
建
澱
候
事

㈲
一
、
西
表
村
囲
井
山
垣
瀬
の
儀
昔
ハ
祖
納
計
囲
概
来
る
仲
比
よ
り
苧
綾
騰
前

　
　
よ
り
誘
く
前
泊
御
嶽
の
本
の
誓
え
盟
約
来
る
其
後
に
与
那
田
暇
欝
よ
り
田

　
　
の
あ
っ
ら
便
り
真
山
浜
涯
え
差
通
し
躍
候
処
内
離
艶
艶
よ
り
冬
向
は
ん
つ
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（
め
ら
れ
）

　
　
い
も
取
の
醐
天
気
悪
敷
藁
ハ
ニ
三
日
打
込
包
物
毎
に
差
支
に
付
豊
隆
三
十

　
　
五
庚
寅
年
よ
り
村
中
よ
り
祖
早
立
熱
地
の
訟
出
に
付
御
達
被
下
作
地
溝
候

　
　
事

爾
一
、
西
表
慶
田
城
両
村
高
納
田
地
の
儀
昔
よ
り
離
村
に
て
作
り
来
る
候
故
家

　
　
内
々
々
満
足
有
之
上
納
米
＃
は
ん
米
不
足
無
暗
相
続
来
る
候
処
乾
隆
四
己

　
　
未
年
に
表
向
に
現
竿
を
入
西
漸
慶
土
城
鳩
間
三
ケ
村
頭
高
割
符
仕
頭
隠
の

　
　
大
小
に
割
付
配
分
翠
巌
候
時
分
乾
熱
三
十
三
戊
子
年
崎
山
村
建
に
付
四
ケ

　
　
村
頭
高
に
応
し
頭
高
の
大
小
に
割
付
差
分
申
候
に
付
定
納
田
地
少
し
穣
成

　
　
瞬
断

㈲
一
、
昔
ハ
細
々
三
度
夫
過
不
足
取
払
の
儀
親
廻
主
部
様
御
通
の
臨
不
足
村
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
夫
）

　
　
り
取
寄
せ
積
通
過
定
村
に
御
在
番
頭
衆
御
前
に
て
現
穀
に
て
石
臼
を
以
大

　
　
過
者
燃
え
相
渡
煽
て
勤
不
足
素
魚
者
共
不
足
の
踏
面
召
行
御
通
り
被
成
候

　
　
付
て
ハ
村
々
百
姓
等
公
事
用
私
用
無
油
断
桐
働
為
申
細
海
事

㈹
一
、
昔
よ
り
兎
々
に
地
頭
矩
差
両
人
に
て
商
事
締
方
下
知
方
相
勤
来
る
事
に

　
　
て
候
然
処
杣
山
方
耕
作
方
下
地
役
と
し
て
大
地
方
主
取
壱
人
筆
者
弐
人
つ

　
　
玉
相
付
離
方
も
右
綱
年
中
二
月
壱
度
九
十
月
に
壱
度
罷
通
下
之
に
て
下
知

　
　
方
仕
来
難
処
右
大
地
稲
魂
方
此
中
召
立
腰
候
下
地
役
御
検
候
て
諸
村
作
当

　
　
遊
漁
耕
作
方
下
知
さ
せ
用
と
し
て
筆
者
弐
人
つ
玉
詠
夫
弐
人
つ
X
召
付
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勝
袋
親
翼
上
）

　
　
さ
せ
来
る
事
御
座
候
処
乾
隆
戊
午
年
柚
山
方
の
薬
方
に
付
嶋
袋
筑
親
雲
上

　
　
御
下
り
大
地
方
離
方
に
筆
立
麗
候
耕
作
筆
者
ハ
引
捨
て
杣
揖
筆
渚
重
々
弐

　
　
人
つ
Σ
召
立
耕
俘
方
懸
て
下
知
方
仕
候
様
二
夫
弐
入
相
付
捷
に
て
御
定
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
ち
う
）

　
　
候
年
始
松
木
種
子
憶
い
ち
う
木
御
国
元
よ
り
零
下
大
地
中
離
々
粛
々
釜
敷

　
　
に
手
広
く
三
度
夫
に
て
仕
立
蹴
申
傑
事

働
一
、
昔
以
来
よ
り
年
々
在
番
客
衆
直
々
役
人
筆
者
村
々
親
廻
御
通
り
算
崩
会

　
　
の
時
馳
走
方
入
口
の
儀
故
実
飯
米
焼
酒
神
潤
迄
役
人
自
物
に
て
野
菜
肴
の

　
　
類
ハ
村
中
構
の
掟
に
て
出
処
乾
隆
十
一
丙
寅
年
在
番
大
山
親
震
上
御
下
り

　
　
諸
事
御
定
の
時
親
廻
入
日
排
柚
山
耕
作
過
分
諸
検
老
御
通
の
時
違
村
中
の

　
　
構
に
御
定
醗
騙
事

働
一
、
石
垣
四
ケ
村
外
大
地
中
離
々
役
人
嶋
供
と
て
拾
壱
歳
よ
り
拾
四
歳
成
童

　
　
子
壱
人
つ
Σ
年
磯
廻
節
候
間
百
姓
中
よ
り
現
通
貫
取
右
手
問
米
絹
払
綻
に

　
　
て
遣
来
り
候
爵
仲
比
よ
り
曲
輪
に
付
一
節
引
袴
既
候
処
乾
腐
二
十
三
戊
鎧

　
　
年
御
検
使
御
下
り
御
定
に
先
例
の
通
童
子
壱
人
つ
玉
庭
番
召
立
役
人
痴
者

　
　
ま
て
被
置
候
事

㈹
一
、
百
姓
札
持
論
夫
遣
の
儀
前
妻
武
親
雲
上
御
定
は
拾
五
歳
よ
り
弐
拾
歳
ま

　
　
て
ハ
下
々
の
夫
遣
御
定
に
て
定
処
御
検
使
御
下
り
定
の
時
拾
五
歳
よ
り
五

　
　
千
歳
ま
て
上
位
召
懸
盤
御
定
仕
腰
髄
事

働
　
、
歳
暮
文
迎
の
時
井
頭
衆
御
隠
村
役
人
折
々
元
服
婚
礼
年
回
諸
祝
儀
の
時

　
　
　
（
切
）

　
　
間
功
井
村
役
人
え
野
菜
肴
た
ん
薪
木
取
納
仕
侯
儀
前
大
山
親
雲
上
御
定
の

　
　
通
御
検
使
衆
よ
り
も
差
通
立
面
遣
古
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
旅
）
　
　
　
　
（
嘉
鍔
吉
）

絢
一
、
本
作
り
地
船
弐
艘
内
壱
盤
石
壇
総
た
べ
ま
さ
り
か
れ
よ
し
と
名
付
壱
艘
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（
み
）

　
　
古
児
船
ま
め
ち
船
か
れ
よ
し
と
名
を
付
今
迄
伝
代
有
之
事

鱒
一
、
古
見
船
作
事
す
ら
所
ハ
昔
よ
り
黒
島
村
に
て
作
嘉
仕
候
謂
左
記

　
　
昔
竹
富
島
浜
に
何
と
す
ら
ん
形
ち
児
る
事
作
り
有
小
舟
の
雑
事
え
寄
り
揚

　
　
浜
廻
人
の
見
付
候
て
見
事
に
有
之
候
得
共
絹
事
目
無
之
海
え
打
捨
候
処
黒

　
　
島
村
の
浜
え
寄
揚
に
付
て
懸
盤
人
の
見
付
別
て
大
悦
仕
取
揚
自
分
の
家
に

　
　
持
参
り
座
上
に
飾
置
是
手
本
に
て
船
作
り
出
し
候
付
無
島
村
よ
り
舟
出
初

　
　
故
船
許
に
て
地
船
事
所
に
成
為
申
由
俵
代
有
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
卸
）

㈹
一
、
其
時
分
作
事
の
時
ハ
諸
島
か
い
木
鞍
越
の
時
悉
く
難
儀
仕
候
処
仲
比
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
ら
）

　
　
り
古
見
島
苧
績
量
前
浜
え
世
良
所
相
定
澱
候
付
て
諸
島
緩
々
為
尊
墨
候
事

㈱
一
、
其
時
分
地
船
作
事
仕
廻
す
ら
下
せ
の
儀
諸
島
百
姓
男
女
召
寄
せ
せ
ら
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卸
）

　
　
切
は
め
か
ら
引
六
七
日
の
間
隙
入
難
儀
有
之
候
仲
比
よ
り
掘
す
ら
紘
浮
船

　
　
仕
引
田
し
候
掟
定
揚
す
ら
同
断
仕
候
付
て
今
迄
伝
代
有
来
候
購

騰
一
、
地
船
之
儀
昔
よ
り
雍
正
拾
壬
子
年
迄
ハ
本
作
リ
乗
付
癸
丑
よ
り
壱
艘
馬

　
　
ハ
艦
）

　
　
ら
ん
作
り
召
成
岡
甲
寅
年
よ
り
三
堅
甲
謀
判
ら
ん
作
り
の
旋
定
桐
成
本
作

　
　
り
繋
留
今
迄
右
通
相
定
概
働
事

鱒
一
、
乾
降
三
十
六
辛
卯
年
三
月
十
揃
辛
謹
製
朝
五
つ
時
大
波
皆
空
石
垣
四
ケ

　
　
村
霊
鳥
御
嶽
下
よ
り
御
蔵
元
井
公
所
不
楓
糖
崩
御
在
番
壱
人
頭
弐
人
諸
役

　
　
人
若
文
子
杣
山
耕
作
筆
者
仮
製
文
子
諸
士
男
女
老
若
百
姓
老
若
男
女
諸
流

　
　
し
為
申
事
候
後
日
子
孫
の
為
書
記
概
候
事

㈱
一
、
右
之
条
数
々
数
々
雍
正
よ
り
以
前
の
常
温
よ
り
伝
代
有
之
由
亡
祖
父
慶

　
　
附
城
筑
登
之
時
々
御
塾
し
拝
軍
費
付
漸
岡
記
憶
正
よ
り
以
来
の
事
私
存
知
に

　
　
て
書
記
子
孫
子
先
組
の
謂
忘
却
不
仕
様
轡
王
難
斯
御
座
候
　
以
上

鋤
一
、
　
（
嘉
慶
弐
拾
年
乙
甲
初
春
写
之
）

綱
一
、
右
嘉
慶
二
十
四
卯
九
月
与
那
国
島
江
今
帰
仁
按
司
様
大
和
船
よ
り
被
成

　
　
御
漂
遊
候
付
諸
事
量
見
届
渡
海
の
時
・
酉
翌
翌
潮
懸
滞
在
に
て
先
祖
由
来
よ

　
　
り
書
写
現
職
御
座
候
　
以
上

　
　
　
辰
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
庸

㈱
’
、
　
（
本
記
は
沖
縄
県
八
重
山
役
所
在
勤
中
大
浜
規
能
氏
よ
り
借
用
し
て
之

　
　
を
謄
写
す
）

　
　
　
　
明
治
二
十
五
年
十
月
置
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
利
三
郎

解

説

　
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
騰
年
）
八
月
、
金
関
丈
夫
博
士
・
国
分
臨
一
書
擾
ら
に

よ
っ
て
、
琉
球
八
重
山
地
方
の
考
古
学
的
調
査
が
実
旛
さ
れ
た
折
、
石
垣
市
在

　
　
ハ
　
サ
　
マ
　
ワ
　
ホ
ウ

往
の
破
座
真
里
芳
氏
研
蔵
の
民
俗
資
料
を
将
来
さ
れ
た
。
こ
の
民
俗
資
料
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
モ

同
氏
の
父
君
壌
座
真
里
摸
氏
の
、
同
島
を
中
心
に
長
年
に
わ
た
っ
て
採
集
さ
れ

た
資
料
で
、
里
模
氏
肉
身
の
筆
に
な
る
筆
写
資
料
二
十
数
篇
と
、
里
模
氏
の
父

　
リ
　
ロ
ウ

君
里
妊
氏
の
築
写
に
な
る
写
本
一
部
か
ら
な
る
。
前
者
の
整
埋
結
果
は
、
琉
球

史
料
研
究
会
常
行
の
㎝
、
琉
球
」
誌
上
に
、
昭
和
三
一
年
以
降
発
表
さ
れ
つ
つ
あ
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慶来慶田城由来記の刊繊について（喜魯場・三島）

①る
。
岡
資
料
の
整
理
に
は
三
島
が
あ
た
っ
た
。
写
本
’
は
、
い
ま
こ
で
紹
介
し

　
　
　
　
　
　
ケ
ラ
イ
ケ
ダ
グ
ス
ζ
ラ
イ
華
　
　
　
②

よ
う
と
す
る
「
慶
来
慶
田
城
由
来
記
」
で
あ
る
。

　
本
由
来
記
は
、
す
で
に
昭
和
十
五
年
（
　
九
四
〇
年
）
当
時
台
北
高
等
学
校

に
在
勤
し
た
須
藤
利
一
教
授
（
の
ち
東
大
）
に
よ
っ
て
、
台
北
で
発
刊
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
や
ナ
ガ
ケ
ン
テ
イ

『
南
島
』
第
一
輯
に
、
宮
良
賢
貞
氏
（
現
石
垣
宙
在
住
）
所
蔵
本
を
底
本
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
・
毫
イ
ζ
ウ
④

て
、
復
刻
さ
れ
て
い
る
。
解
説
に
は
、
比
嘉
盛
章
氏
が
当
り
、
主
と
し
て
夕
立

年
代
と
作
成
者
に
つ
い
て
考
証
し
て
い
る
。
同
誌
は
戦
前
の
出
版
で
、
頒
布
先

も
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
現
在
で
は
入
手
が
困
難
で
あ
り
、
南
部
琉
球
史
上
に

重
要
な
地
位
を
し
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
る
人
は
す
く
な
い
。
わ
ず
か
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

圃．

ｪ
重
山
歴
史
』
『
琉
球
諸
島
に
お
け
る
漁
戸
史
跡
の
研
究
』
な
ど
の
、
主
と

し
て
現
地
側
の
著
作
に
引
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
の
で
、
後
述
の
よ
う
に
、

現
存
す
る
諸
写
本
と
『
南
島
』
誌
上
の
岡
文
を
底
本
と
し
て
校
合
し
、
ふ
た
た

び
復
刻
を
は
か
っ
た
。
ま
た
、
解
説
に
つ
い
て
も
、
比
慕
氏
以
後
の
新
知
見
を

補
っ
た
。

　
本
写
本
は
、
前
述
の
ご
と
く
破
座
真
毘
好
氏
の
簗
写
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
よ
っ
た
写
本
は
あ
き
ら
か
で
な
い
。
体
裁
は
表
紙
と
本
文
一
八
枚
三
六
頁

か
ら
成
り
落
丁
は
な
い
。
表
紙
は
中
央
に
、
玉
来
慶
田
城
由
来
記
と
し
、
傍
に

昭
和
二
十
二
年
八
月
調
父
塁
好
様
書
写
里
模
蔵
書
と
あ
り
、
後
附
の
も
の
で
あ

る
。
一
頁
の
大
き
さ
は
、
縦
卜
。
⑦
低
Ω
昌
横
お
．
鯛
。
ヨ
で
、
一
頁
に
十
一
行
、
一

行
は
概
ね
十
四
字
一
二
六
字
で
、
一
、
…
…
と
平
仮
名
ま
じ
り
の
漢
字
文
で
書
か

れ
て
い
る
。
整
理
に
あ
た
っ
て
は
、
右
の
各
項
に
、
ω
1
鋤
の
番
号
を
付
し
た
。

　
本
由
来
記
の
写
本
は
、
大
別
し
て
二
系
統
に
わ
か
れ
る
。
一
は
西
表
島
の
本

家
の
写
本
で
、
慶
田
城
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
皐
く
散
逸
し
た
ら
し
い
。

（
西
表
本
と
よ
ぶ
）
喜
舎
場
に
よ
れ
ば
、
大
正
三
年
西
表
小
学
校
長
時
代
に
、

同
家
を
訪
問
し
た
当
縛
す
で
に
な
く
、
明
治
年
間
に
菊
池
幽
芳
氏
が
借
用
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。
幽
芳
氏
訪
島
の
年
代
は
、
明
治
三
九
年

（一

縺
Z
六
年
）
に
石
垣
島
を
訪
れ
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
そ
の
折
の
こ
と

　
　
　
　
　
⑥

と
も
思
わ
れ
る
。
同
氏
の
紀
行
文
か
ら
は
ま
だ
検
出
で
き
な
い
。
ま
た
、
比
嘉

氏
は
、
前
記
『
南
島
』
誌
上
の
解
説
で
、
　
「
私
の
所
蔵
に
係
る
西
表
側
の
由
来

認
」
に
よ
っ
て
訂
正
し
た
と
し
て
い
る
。
同
氏
も
、
与
那
国
島
の
小
学
校
に
長

く
勤
務
し
、
か
た
わ
ら
地
方
資
料
を
採
集
し
た
の
で
、
実
見
あ
る
い
は
写
本
を

作
製
す
る
機
会
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
平
氏
が
死
去
さ
れ
た
今
日
で
は
、

そ
の
間
の
事
構
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
の
一
は
、
子
孫
が

石
壇
島
な
ど
に
、
分
出
移
住
の
折
に
作
製
し
た
写
本
で
、
現
存
の
多
く
は
、
同

本
か
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
坂
座
業
里
好
氏
筆
写
（
破
墨
箕
本
と
よ
ぶ
）
の
写
本
は
、
紙
魚
の
害
を
5
け

判
読
に
く
る
し
む
箇
所
も
あ
り
、
正
確
を
期
す
る
た
め
に
同
本
を
底
本
と
し
て

三
島
が
コ
ピ
イ
を
つ
く
り
、
石
墨
竪
樋
の
喜
奢
場
は
自
蔵
に
か
か
る
二
本
を
も

つ
て
そ
れ
を
校
舎
し
、
さ
ら
に
『
南
島
』
誌
所
収
（
落
島
本
と
よ
ぶ
）
の
も
の

と
、
三
島
が
校
合
し
た
。
使
用
し
た
各
写
本
を
表
示
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
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で
あ
る
。写

本
五
筆
写
　
者

所
蔵
逆
備

考

∵
二
業
呈
諜
利
三
撃
払
善
業
殉
…
遠
藤
利
三
郎
・
大
彊
能
旧
蔵

蔽
座
真
一
三
一
六
一
三
璽
芳
．

tt

〃
三
花
城
長
墜
蓼
業
殉

備
考
1
、
刊
本
は
「
南
島
」
第
一
輯
に
所
収
。

　
，
2
、
宮
良
賢
貞
氏
蔵
の
写
本
は
、
右
表
の
「
甲
」
と
同
一
で
あ
ろ
う
と
思

　
　
　
わ
れ
る
。

　
　
3
、
綱
に
よ
り
、
さ
ら
に
崎
山
用
松
所
蔵
の
一
本
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す

　
　
　
る
。

　
校
合
の
結
果
、
南
島
本
と
破
座
真
本
と
の
間
に
、
か
な
り
の
記
事
の
異
同
が

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
破
座
真
野
で
は
、
α
㊨
鱒
㈹
働
㈱
㈱
が
二
代
用
庶
に
関

す
る
記
事
で
あ
る
が
、
南
島
本
で
は
、
わ
ず
か
に
、
⑬
の
み
が
彼
の
記
事
で
、

他
は
三
代
の
記
事
と
し
て
あ
っ
か
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
破
座
真
本
の
記

載
に
し
た
が
っ
た
。
そ
の
他
の
異
同
は
（
　
）
の
中
に
註
記
し
た
。
さ
ら
に
、

末
尾
の
「
右
嘉
慶
二
十
四
年
…
…
」
以
下
を
独
立
さ
せ
て
㈱
と
し
、
　
そ
れ
に

「
辰
二
月
　
用
庸
」
を
補
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
破
座
真
本
は
、
煙
弾
を
書
き
分

け
て
い
な
い
が
、
㈱
は
西
表
本
の
「
此
一
冊
は
嘉
慶
二
十
年
…
…
」
や
、
一
本

の
綱
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
、
㈹
ま
で
が
主
文
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
た
か
ら
で

あ
る
。
比
嘉
氏
に
よ
れ
ば
、
西
表
本
の
奥
書
は
、
　
「
此
一
冊
は
嘉
慶
二
十
年
亥

年
三
若
文
子
石
垣
仁
屋
与
那
国
島
未
進
取
〆
渡
海
の
疇
当
所
潮
掛
の
醐
う
つ
し

申
候
皇
嗣
二
月
吉
碍
ほ
こ
り
慶
田
城
仁
量
」
と
あ
る
。
用
庸
・
慶
田
城

仁
屋
両
名
の
、
異
時
期
の
奥
書
は
、
㈹
ま
で
が
主
文
で
あ
る
こ
之
を
、
間
接
に

示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
両
名
の
寸
寸
の
動
機
も
前
述
の
ご
と
く
と
推
察
さ
れ

る
。
丁
丁
は
南
島
本
に
よ
っ
て
挿
入
し
た
。

　
成
立
年
代
と
作
成
者
に
つ
い
て
は
、
綱
の
記
事
が
手
が
か
り
と
な
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
比
嘉
氏
の
考
証
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
㈹
を
ふ
ま
え
て
、

西
表
の
嫡
流
嘗
良
家
の
家
譜
に
よ
っ
て
、
雍
正
年
代
に
相
当
の
官
職
に
あ
っ
た

も
の
は
、
八
代
の
用
常
と
九
代
の
用
憲
の
父
子
で
あ
り
、
こ
の
父
子
の
何
れ
か

で
あ
ろ
う
と
し
、
両
名
と
も
そ
れ
ぞ
れ
六
歳
の
時
に
、
お
の
お
の
の
祖
父
は
死

ん
で
い
る
と
の
、
生
没
年
月
の
考
証
を
な
し
、
「
亡
祖
父
よ
り
云
ζ
」
を
「
骨
接

に
祖
父
か
ら
聞
…
い
た
の
で
な
く
、
親
や
叔
父
な
ど
の
口
を
通
じ
て
扁
の
意
に
解

し
て
、
経
歴
身
分
な
ど
を
も
考
慮
に
い
れ
て
「
九
世
用
憲
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

と
考
へ
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
彼
は
雍
正
の
初
ご
ろ
若
文

子
と
な
っ
て
公
事
に
奔
走
し
た
が
、
同
十
年
に
過
剰
員
整
理
の
た
め
退
役
仰
付

け
ら
れ
、
こ
の
う
つ
償
を
晴
ら
す
た
め
に
先
繊
の
功
績
を
書
い
た
。
そ
の
心
情

は
、
古
語
拾
遺
の
斎
部
広
成
に
通
ず
る
と
も
書
い
て
い
る
。
二
つ
は
、
祖
父
懐

旧
は
二
一
歳
で
早
く
も
宮
良
目
差
と
な
っ
た
程
で
、
四
四
歳
に
し
て
、
与
那
国

与
人
と
な
っ
た
が
、
四
七
歳
で
惜
し
く
も
死
去
し
た
。
こ
の
こ
と
も
祖
先
を
誇
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る
動
機
に
な
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
も
し
、
用
憲
だ
と
す
れ
ば
、
彼
は
一
六
九
七
年
（
康
煕
一
二
論
ハ
年
九
月
）
に
生

れ
、
一
七
糊
六
年
（
乾
隆
十
一
年
八
月
）
に
没
し
て
お
る
の
で
、
最
終
成
立
年

代
も
お
お
む
ね
十
八
世
紀
前
半
代
に
求
め
得
る
こ
と
に
な
る
。
比
嘉
氏
は
一
七

三
二
年
（
露
語
十
年
）
か
ら
一
七
四
五
年
（
乾
藻
期
年
）
の
闘
と
限
定
し
て
お

る
。
樋
の
用
庸
に
つ
い
て
は
、
喜
舎
場
の
調
査
で
、
一
七
六
〇
年
（
膨
隆
二
五

年
）
に
生
れ
、
黒
島
首
里
大
屋
子
職
に
昇
進
し
、
一
八
二
四
年
（
道
光
四
年
）

に
死
表
し
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。

　
本
由
来
記
は
、
一
代
用
緒
（
　
四
五
七
年
天
時
元
年
西
衷
で
出
生
）
か
ら
、

十
代
用
州
に
い
た
る
家
譜
で
、
そ
の
意
図
は
紛
に
お
い
て
く
み
と
れ
る
が
、
単

な
る
家
系
で
は
な
く
、
創
成
期
に
お
け
る
征
服
・
西
表
に
嵐
自
を
も
つ
一
族
の

移
住
・
開
拓
・
石
壌
島
宮
古
島
な
ど
の
離
島
と
の
接
触
な
ど
、
雰
常
に
多
く
の

内
容
を
含
ん
で
い
る
。
ま
ず
全
項
を
大
別
す
る
と
、

綱　
：

勒

ei4　（iO　C］C｝　（isi　（9）　（1

1　I　I　I　ICGI）　｛i2＞　（lsi　（lib　（8

八
代
ま
で
の
役
職
疑
名

一
代
用
緒

二
代
用
命

三
代
以
降
八
代
目
で
、
盛
代
の
区
別
は
な
い

九
代
十
代
の
役
職
氏
名

九
代
十
代

奥
書
但
し
綱
、
綱
は
爾
島
本
に
よ
る

　
右
を
要
約
す
れ
ば
、
細
ま
で
が
八
代
ま
で
の
記
事
で
、
鰯
以
下
が
九
・
十
代

の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
二
段
の
構
成
は
、
あ
る
い
は
本
由
来
記
の
初
成
立
・
追

補
の
二
時
期
に
わ
た
っ
て
の
成
立
を
示
す
も
の
と
、
推
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

な
お
、
一
代
の
ケ
ラ
イ
ケ
ダ
グ
ス
ク
（
用
緒
）
に
は
、
石
壇
島
の
平
久
保
舶
那

按
司
征
服
の
物
語
が
あ
る
が
、
元
来
、
各
豪
々
に
は
こ
う
し
た
莫
雄
の
物
語
が

語
り
つ
が
れ
て
い
て
、
祭
祀
の
場
合
な
ど
に
読
み
あ
げ
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
現
存
の
風
俗
に
は
認
め
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
。
さ
ら
に
ま
た
、
ケ
ラ
イ

（
慶
来
）
を
冠
す
る
の
は
一
代
の
み
で
、
以
下
は
、
単
に
ケ
タ
グ
ス
囁
ク
（
慶
田

城
）
で
あ
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
喜
舎
場
は
、
混
効
験
集
所
載
の
「
げ
ら
え
」

　
　
　
⑨

に
比
定
し
、
西
表
島
の
造
営
者
・
綱
建
者
の
意
が
考
え
ら
れ
る
と
の
べ
て
い
る
。

こ
の
説
は
、
一
代
に
の
み
冠
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
妥
当
性
を
思
わ
し

め
る
が
、
他
の
由
来
記
・
家
譜
の
類
に
は
、
そ
の
よ
う
な
用
例
は
見
出
さ
れ
な

い
よ
う
で
あ
る
の
で
、
或
い
は
特
殊
な
絹
例
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
明
か
に
し

　
　
⑩

得
な
い
。

　
さ
て
お
さ
め
る
主
な
内
容
は
、

　
慶
田
城
の
出
自
㈲
　
用
緒
の
平
久
保
加
那
按
司
征
服
⑩
　
野
底
・
ふ
ち
こ
・

　
赤
石
鷺
の
移
億
⑫
　
嘗
古
島
の
と
よ
み
や
ω
　
神
遊
び
㈱
　
　
オ
ラ
ン
ダ
犬
⑯

　
鋤
　
か
ん
た
遊
び
鴎
　
四
足
の
類
乗
廻
不
申
鱒
　
晶
出
吻
　
み
お
や
た
い
り

　
鋤
　
札
持
⑯
㈱
　
は
ん
つ
い
も
伝
来
㈱
　
山
留
鱒
　
あ
み
取
鹿
川
崎
山
村
㈲

　
村
囲
山
垣
瀬
鱒
　
杣
方
耕
作
方
㈹
　
古
発
船
㈹
働
　
下
船
㈹
働
㈱
　
石
垣
四
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ケ
村
大
波
鋤
　
長
田
大
つ
ω
⑫
　
猪
の
対
策
⑯
鱒

な
ど
の
ほ
か
に
、
　
分
猛
も
多
く
か
つ
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
　
稲
作
を

中
心
と
す
る
農
事
手
入
・
農
耕
を
め
ぐ
っ
て
の
行
事
や
摺
俗
に
つ
い
て
の
、
㈱
　

鰺
鋤
鱒
⑳
鋤
㈱
㈱
㈱
㈱
助
㈱
　
㈱
な
ど
の
諸
項
で
（
前
詑
の
十
項
中
に
も
あ
る
）
、

こ
れ
ら
は
、
民
俗
学
研
究
上
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
考
え
る
。
稲
作
の
上

で
興
味
ぶ
か
い
こ
と
の
一
つ
は
、
湿
田
を
足
で
踏
ん
で
耕
作
す
る
技
術
が
語
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
㈱
家
運
に
踏
ま
せ
る
場
合
も
あ
る
が
、
人
が
踏
む

場
合
も
あ
る
。
鍬
の
使
用
は
、
つ
い
に
、
極
め
て
近
代
に
至
る
ま
で
登
場
し
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
犬
が
古
く
は
飼
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語

る
資
料
も
、
興
味
を
ひ
く
事
実
の
一
つ
で
あ
る
⑳
。
犬
の
登
場
は
、
近
代
に
於

け
る
外
国
船
に
よ
る
移
入
に
は
じ
ま
る
。
承
認
の
行
わ
れ
る
地
帯
に
は
、
し
ば

し
ば
犬
の
飼
脊
が
忌
ま
れ
て
い
る
。
台
湾
の
紅
頭
興
の
ご
と
き
も
、
犬
に
あ
た
る

言
葉
は
あ
る
が
、
犬
の
飼
育
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
島
で
は
や
ユ
社
に

崖
葬
が
あ
る
。
沖
縄
本
島
の
先
史
貝
塚
か
ら
犬
が
出
土
し
て
い
る
が
、
犬
の
飼
育

を
し
て
い
な
い
島
が
多
い
。
崖
葬
と
関
係
を
も
つ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
需
葉

の
上
に
も
、
興
味
ふ
か
い
言
葉
は
い
ろ
い
ろ
と
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え

は
、
柳
田
国
男
先
生
の
指
摘
さ
れ
た
所
で
あ
る
が
、
稲
の
蔵
澱
揚
と
人
闘
の
産

屋
と
を
共
に
「
シ
ラ
」
と
呼
ぶ
欝
葉
が
、
八
重
山
に
は
の
こ
っ
て
い
る
。
こ
の

由
来
記
で
は
、
造
船
所
を
も
、
　
「
す
ら
所
」
と
よ
ん
で
い
る
。
㈹
シ
ラ
・
ス
ラ

系
の
欝
葉
が
、
生
む
・
育
つ
の
意
を
も
つ
て
い
た
こ
と
が
様
々
の
場
合
に
う
か

が
え
る
の
で
あ
る
。
国
分
教
授
は
、
こ
の
よ
う
な
重
要
挫
と
と
も
に
、
西
表
嵩
は
、

周
辺
の
比
較
的
新
し
い
隆
起
に
よ
る
島
々
（
し
た
が
っ
て
、
隆
起
珊
瑚
礁
に
覆

わ
れ
石
器
製
作
の
た
め
の
妊
適
の
石
材
や
森
林
資
源
な
ど
に
欠
け
る
島
凌
4
の

先
史
住
畏
に
、
石
斧
・
石
鍬
・
船
材
な
ど
の
資
材
を
供
給
す
る
基
地
を
も
威
し
て

い
た
。
尚
稲
作
が
登
場
し
て
以
来
、
八
重
山
に
於
け
る
最
大
の
掘
点
を
な
し
て

い
た
ら
し
い
。
稲
作
の
た
め
に
渡
島
し
て
い
た
と
す
る
伝
承
を
伝
え
て
い
る
所

は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
ま
た
、
恋
人
が
往
来
し
て
い
た
と
す
る
俵
説
も
あ
る
。
与

那
麟
島
の
ご
と
き
は
、
西
表
島
に
共
通
す
る
地
名
が
多
い
ば
か
り
で
な
く
、
明

か
に
繭
表
島
の
繊
自
を
伝
承
し
て
い
る
家
が
、
古
い
家
に
多
い
。
近
代
に
於
い

て
、
西
表
島
の
人
口
は
減
少
し
、
与
郷
圏
島
の
人
鐵
に
も
及
ば
ぬ
程
に
減
少
し

た
こ
と
も
あ
る
の
は
、
悪
性
マ
ラ
リ
ヤ
の
流
行
の
た
め
で
あ
る
。
悪
性
マ
ラ
リ

ヤ
に
お
そ
わ
れ
な
か
っ
た
時
代
が
、
過
去
に
於
い
て
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
の
見

解
を
示
さ
れ
た
。

　
本
由
来
記
の
、
物
語
る
赴
会
の
以
前
の
社
会
で
は
、
同
地
方
に
お
い
て
は
石
．

器
の
使
用
が
ま
だ
認
め
ら
れ
た
鮭
会
で
あ
り
、
中
歯
の
狡
術
と
器
具
、
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

鉄
器
が
入
っ
て
、
今
ま
で
住
め
な
か
っ
た
所
に
住
み
つ
く
こ
と
が
出
来
る
。
舶

来
の
鉄
を
利
絹
し
、
腰
窓
し
黒
影
し
、
開
拓
し
た
も
の
が
英
雄
で
あ
っ
た
の
で
、

初
代
用
緒
も
、
こ
う
し
た
意
味
で
理
．
解
さ
れ
よ
う
。
由
来
記
に
は
記
録
さ
れ
て

い
な
い
が
、
南
蛮
と
の
交
易
（
十
磨
洗
紀
末
）
を
行
な
っ
た
と
の
、
薦
表
豪
強

　
　
　
　
　
⑫

の
口
碑
も
あ
る
。
南
蛮
貿
易
と
は
、
実
は
中
園
貿
易
が
主
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
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出
土
遺
物
に
よ
っ
て
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
　
へ
本
文
・
解
説
文
責
三
島
↑
）

　
①
三
島
格
「
破
座
真
氏
記
録
覚
齋
」
「
破
座
真
氏
記
録
扁
『
琉
球
』
第

　
　
二
号
i
第
十
号
、
那
覇
衛

　
②
　
古
く
は
（
七
十
年
ほ
ど
前
）
　
「
キ
ラ
イ
キ
ダ
グ
ス
ク
ユ
ラ
イ
キ
」
と
発

　
　
漁
筒
。
ま
た
「
キ
グ
グ
ス
ク
」
を
「
キ
ダ
ス
ク
扁
と
も
発
丁
田
。

　
③
　
昭
和
十
五
年
、
台
北
野
細
書
募
よ
り
発
行

　
④
上
盤
出
身
。
経
歴
の
一
部
に
つ
い
て
は
「
沖
縄
研
究
史
」
金
城
朝
永

　
　
『
民
族
学
研
究
』
｛
五
巻
二
号
所
収
昭
和
二
五
年

　
⑤
嵐
．
八
重
山
歴
史
憾
八
重
山
歴
史
縮
集
委
員
会
昭
和
二
九
年
石
垣
市
。

　
　
本
書
の
執
筆
は
主
と
し
て
喜
含
場
永
殉
氏
で
あ
る
。

　
　
稲
・
村
鷲
敷
『
琉
球
諸
島
に
お
け
る
倭
慰
史
跡
の
研
究
』
　
昭
和
三
一
濫
年

　
⑥
　
岩
崎
卓
爾
『
ひ
る
ぎ
の
一
葉
』
　
大
正
九
年

　
⑦
「
南
島
本
」
は
翻
の
ご
と
く
、
遠
藤
利
三
郎
氏
の
謄
写
に
よ
る
も
の
で

　
　
あ
る
が
、
彼
は
そ
の
ほ
か
明
治
二
五
年
九
月
に
は
、
「
八
重
山
島
由
来
記
」

　
　
を
、
十
月
に
は
、
　
「
八
重
肉
諸
記
帳
」
を
、
い
ず
れ
も
八
重
山
役
所
在
勤

　
　
中
に
写
し
て
い
る
。
（
両
欝
は
い
ず
れ
も
『
、
幣
島
」
第
一
輯
に
所
収
）
「
八

　
　
重
山
島
由
来
記
」
の
末
尾
に

　
　
　
「
本
書
は
沖
縄
県
八
重
島
役
所
霧
勤
中
明
治
二
十
五
年
蔵
元
よ
り
欝
用

　
　
　
し
て
謄
写
せ
り
　
山
形
県
菌
限
川
郡
大
宝
穿
大
脚
†
斬
斎
部
字
沖
置
十
二

　
番
地

と
あ
る
。

士
族
　
遠
藤
利
三
郎
蔵
雲
」

⑧
一
、
崎
山
胴
庸
の
家
譜
は
、
戦
時
中
同
家
が
台
湾
に
疎
開
串
、
直
角
列

　
　
　
島
附
近
で
乗
船
が
沈
没
し
た
の
で
、
あ
き
ら
か
で
な
い
が
、

　
　
二
、
他
家
の
家
滋
照
を
綜
合
す
る
と
、
用
庸
は
一
七
六
〇
年
（
宝
暦
十
年
）

　
　
　
に
生
れ
、
一
八
二
四
年
（
女
政
七
年
）
に
没
。
黒
島
掌
上
大
屋
子
。

　
　
三
、
用
格
は
、
西
表
か
ら
石
垣
島
に
移
釈
し
た
崎
山
家
の
祖
で
、
　
一
七

　
　
　
二
二
年
（
正
徳
三
年
五
月
廿
六
日
）
に
生
ま
れ
、
　
一
七
九
〇
年
（
寛

　
　
　
瓢
以
二
年
八
月
十
六
日
）
　
に
没
。
　
一
七
出
田
九
年
　
（
明
和
山
田
年
）
　
・
八
月
晶
昌

　
　
　
八
臼
叙
筑
登
之
甑
敷
。

⑨
詑
①
需
の
前
嘗
、
頁
九
九
。
混
効
験
集
（
伊
波
普
猷
闘
、
古
琉
球
』
所
収
）

　
に
は
、
　
「
げ
ら
い
て
　
造
営
並
調
和
の
藁
菰
お
も
ろ
御
双
紙
に
十
鯨
ど
の

　
げ
ら
い
て
八
尋
ど
の
げ
ら
い
て
と
有
は
造
営
の
事
…
…
」
。

⑩
　
　
「
ヶ
ラ
イ
」
　
「
ゲ
ラ
イ
」
に
つ
い
て
は
、
宮
良
漸
壮
『
八
重
山
撫
㎎
壷
畠

　
東
洋
交
庫
昭
和
五
年
を
検
し
た
が
、
黙
黙
の
用
法
は
検
出
で
ぎ
な
か
っ
た
。

⑪
金
関
丈
夫
「
八
重
山
群
島
の
古
代
文
化
偏
自
警
族
学
蟹
究
』
十
九
巻
二

　
号
　
昭
漏
三
十
年

⑫
　
註
⑤
の
前
書
頁
八
三
。
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